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　　　　　　大黄の駆痕血作用の研究 （第 1報）
韓国産大黄 （Rheum 　undulatum 　L．）の 薬理 学的評価

近畿大学薬学部 薬用資源学
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， 久保道徳

　 「第十三 改正 日本薬局方』に ダイオ ウ （大黄）は 中国の 四川，甘粛，青海省 な どの 高山

帯に 生育する 1〜heum 　palmatum　L ．，　R．　tanguticum　M ”x］hi　．，　R，　 officinale 　B 肌 L 。， を基源 と

する根茎が正品 と して 収載され，さ ら に朝鮮半島北部原産で 日本国内 （長野県，北海道）

で も栽培 されて い る R．coreanum 　N 糊 を基源とす る大黄 も局方品 として い る 。 こ れ らは

Palmata節植物 と して 分 類 され ， 真正 の 大黄 として 規定 して お り，　 rhaponticin を含有す る

Rhapontica節植物を非薬用大黄 と して 区別 して い る 。 しか し，非薬用大黄 と定め て い る大

黄の 中で もか つ て 『第六 改正 日本薬局方』で は 「ワ ダ イ オ ウ （和大黄）」の 項 目をあげ ， R，

undul α tum 　L．カラダ イオウを基源 とす る根茎 と根で あ ると規定 して い る 。
　R ．　undulatum

は 中国西北部，蒙古， シ ベ リ ア 東南部の 原産で朝鮮半島南部，奈良県，岩手県な ど で栽培

され た もの で あ る 。 欧米で用 い られた R．rhaPonticum 　 L，マ ル バ ダイオ ウと同様に潟下効

果が 低 い こ とか ら， 劣品扱い され，「第七改正 日本薬局方』で は ， 『第二部』収載品とな り，

「第八改正 日本薬局方』で は削除 された 。
マ ル バ タイ プ （Rhapontica節） で低地性の 大黄

に は ス チ ル ベ ン 化 合物 の rhaponticin を含 有す る特 徴が あ る こ とか ら ， 掌葉 タ イ プ

（Palmata 節） との 鑑別点に され た 。　R 　undulatum は江戸 時代前期 に 中国よ り，種 子が 渡

来 し ， 岩手累 （津軽大黄）や奈良県な どで栽培 され たよ うで あ る 。 江戸時代 の 漢方医は 中

国か ら の 輸入大黄 （唐大 黄，華産大黄）を用 い る
一方，邦産 の 大黄も用 い て お り， 邦産の

方が瀉下作用が弱 い の で 長期間服用 させ る こ とが で き ， 瘢血に 用い る の は こ の 方が よ い と

もい われ た
。

　な お，朝鮮半島に お い て は R ．undutatum が 江原 ， 忠清 ， 慶北な どに お い て 栽培 され，

本品の 大黄が主 に 用 い られ て い た よ うで ，1926年頃に は朝鮮北部の 長 白山に野 生す る R ．

core αnum チ ョ ウ セ ン ダ イ オ ウ は薬用に して な か っ た よ うで ある 。 現在，韓国に お い て は

R ．undulatum を基源 とする大黄 も賞用 し，日本の 薬局方に相 当す る 『大韓薬典』 に 収載

されて い る 。 今回，韓国忠清北道で 栽培 出荷され て い る大黄に つ い て ア レ ル ギ
ー及び炎症

に対す る薬理 学的研究 を行 っ た と こ ろ ， か つ て 著者 ら が 中国産 Palmata節系 の 大黄 （第十

三 改正 日本薬局方適 品）で は得 られ な か っ た抗 ア レ ル ギ
ー作 用 （lgE抗体 関与 の ラ ッ ト

48h　Homologous　PCA 抗原誘発 マ ス ト細胞か らの ヒ ス タ ミ ン 遊 離 ， 羊赤血球 誘発遅延型

マ ウ ス 足蹠浮腫），抗炎症作用 （カラゲ ニ ン浮腫，ア ラ キ ドン酸浮腫）が認め られ た
。
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